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火 災

交 通

人口・世帯数 

救 急

月［1月31日現在］

1
広報すずか　令和6年(2024年)2月20日号

（　）内の数字は前月との比較です。

（　）内の数字は1月からの
累計とその前年との比較です。

■発行／鈴鹿市　 https：//www.city.suzuka.lg.jp/
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■印刷・制作／指定就労継続支援事業所　八野就労支援センター印刷係　　　　　　　  059-375-4381　　  059-340-8810

件　数/4件、うち建物3件（4件、2件増） 出動数/1,000件（1,000件、104件減）

人口/195,506人（98人減） 男性/97,713人（53人減） 女性/97,793人（45人減） 世帯数/89,159世帯（13世帯増）

事故数/449件、うち人身事故25件（449件、45件減） 死者数/1人（1人、1人増） 傷者数/34人（34人、3人増） 事故数などは暫定数です。

鈴鹿市からの
お知らせ（5分間）

7時50分
16時30分

月・水・金曜日
8時03分
17時30分

火・木曜日
7時54分
13時54分

土・日曜日

※パソコンからも聞けます。詳しくはSuzuka Voice FMのホームページで

78.3MHzラジオ広報すずか

　市の東南端に位置する栄地区は、
地区内を中ノ川や堀切川が流れ、田園
地帯が広がっています。自然に囲まれて
いることから、暮らしやすいという意見が
多いものの、防災や住民の高齢化、公共
交通手段などの課題を抱えています。
　私たちは、これらの課題解決に取り
組むとともに、みんなで支え合い、幅広い
世代が共存していくまちを目指して、
活動しています。

栄地区
地域づくり協議会 

地域づくり
Navi

地域のホットな情報をお届け
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Vol.26

栄地区
人口：4,115人※
栄地区
人口：4,115人※

※令和5年9月末日現在
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この冊子は資源ごみの「新聞」に分別してください。

QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

さまざまな媒体で情報を発信しています

広報すずか
スマホ版

栄地区
地域づくり協議会

会長杉野 周二さん
すぎ  の しゅう じ

協議会活動
Pick up!

#35 消防出初式　消防職員と消防団員
の旺盛な士気と消防力が
披露される消防出初式の
様子を紹介しています。

　海や川が近く、災害に弱い地域
であることから、毎年「地震防災訓
練」を実施。避難先の天栄中学校体
育館内に防災に関する講座や、啓
発ブースを設置することで、地域住
民の防災への意識を高めています。

▲興味をもって話を聞く子どもたち

▲防災について学ぶ参加者

　年8回、小学生向けに放課後を
使って開催している「さかえーる
教室」。門松作りやダンス体験、
食品メーカー社員による講習など、
さまざまな機会を提供することで、
地域の子どもたちの育成につなげ
ています。

XX
（旧ツイッター）（旧ツイッター）

さかえーる教室

栄地区地震防災訓練


